
講師 棚園正一氏（漫画家） 講演テーマ「学校に行けなかった僕の気持ち」 

主催 社会教育課。会場 別府市公会堂ホール 時間 18 時 30 分～20 時 30 分 

 

現在４２歳。小学校1年生から中学校3年生まで不登校。死のうと思ったこともある自分が結婚

して、子どもまでいる現在。 

●記憶に残る先生は、家庭訪問で「学校とは関係ない話」をしてくれた先生。一緒にユーチュ

ーブを見た。自分の身を軽くしてくれた。雑談が一番深みのある話だった。 

●親がよかれと思って無理やりさせようとしたことは、嫌な思い出になっていることが多い。やり

たいと思った時、好きだと思った時に始めればよい。 

●学校に行くことは選択肢の一つ。ＦＳなどでいろんな大人をみることができてよかった。 

●不登校の子どもたちへ「不登校で、できなかったことの、ほとんどは大人になって取り返せ

る。大人になるのを楽しみにしていてほしい。いろんなことにぶつかりながら、自分自身を修正

していく。私も大人になっている途中」 

●会場からの質問で「学校は必要な場所だったか？」について「デメリットを感じたことはない。

学校でしかできない経験がある。集団生活は学校でないとできない。」「でも学校に通っていな

いからできた経験もある。」「不登校だからと言って劣等感を持つ必要はない。焦る必要はな

い。そうした時間が私には必要だっただけ。」 

会場 別府市中央公民館講座室 時間 ９時２０分～１２時 

講師 大分県高等学校 PTA 連合会 会長 和田俊二  

講演テーマ 「PTA を進化させよう」未加入問題特別委員会を作って感じたこと。 

●加入しているメリットは積極的に支援してくれる人たちの割合が高くなり、結果、組織が活性

化。デメリットは会費が減ること。 

●PTA 活動にメリットが感じられない、あるいは必要性を感じないという人は一定数いる。どち

らにしても非協力的な人だから気にしなくてよい。加入に向けた労力を割く必要はない。 

●ＰＴＡからＰＴＣＡ（※Ｃはコミュニティ：地域）に変化すべき。会費徴収とあわせて地域を巻き

込んで、地域を守ることにつながる。 

★青山中 PTA の取組①専門部廃止。動員は都合がつく方で対処。対応できない場合もある。

➁広報紙発行は年 1 回。卒業生に向けて。 

★南小 PTA の取組①南小 PTA ネット（PTA 会員限定サイト）を開設（運営は現 PTA 会長）学

校行事の写真・児童の写真を大公開。顔出し NG 児をＡＩが識別。ＮＧ写真を破棄。 

                                                         

     

『学校(園)の教育目標』 

多様な人とかかわる中で、自他のよさを認め合い、協調して学び、新たな自分を発見できる子どもの育成 
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